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報道関係各位 

2021 年 3 月 29 日 

株式会社 Ridge-i 

 
 

人工知能 (AI) を活⽤した 

「物流施設平面自動設計ツール (ALPS)」の共同開発について 

 

 AI・ディープラーニング技術のコンサルティングと開発を行う株式会社 Ridge-i（本社：東京都千代田区、代表取

締役社長：柳原 尚史、以下「リッジアイ」）と、日鉄エンジニアリング株式会社（代表取締役社長：石倭行人、

本社：東京都品川区、以下「日鉄エンジニアリング※1」）株式会社 noiz (代表取締役：豊田啓介、本社：東

京都⽬⿊区、以下「noiz※2」) の 3 社は、人工知能（AI）を活⽤した「物流施設平面自動設計ツール」（以下

「ALPS（AI Logistic Planning System）」）について、このたび PHASEⅠ（AI 適⽤実証）の開発を完了

いたしました。 

 3 社はこれまで、物流施設の設計・施工ノウハウ（日鉄エンジニアリング）、AI 開発能力（リッジアイ）、コンピュテーシ

ョナル・デザイン※3 の活⽤技術（noiz）という各社の強みを持ち寄り、物流施設の効率的かつ最適な設計を⽬指して、

建築設計プロセスへの AI 導入に共同で取り組んでまいりました。 

  物流施設の企画設計段階においては、敷地形状や接道状況・容積率などの設計条件に合わせて複数の計画案を

比較検討し、機能性やコスト面で最適な計画を導き出す必要があります。ALPS を使えば、条件を入力して数秒で建設

可能な複数の平面プランを自動生成することができ、物流施設を検討されるお客様に多様な検討案を素早く提案するこ

とが可能となります。 

 ALPS は、独自のアルゴリズムを用いた以下４つの機能で構成されております。 

１．Parser（パーサー）   ：敷地形状に対し建設可能な建物形状を自動抽出 

２．Scanner（スキャナー） ：建物形状に対し構造と整合した柱割スパンと平面プランを探査 

３．Filler（フィラー） ：平面プランに機能性のある防火区画の落とし込み 

４．Arranger（アレンジャー） ：トラックバースやランプウェイの最適配置  

 
図: 物流施設平面自動設計ツール「ALPS」のシステムイメージ。諸条件を入力して数秒で複数プランが出力される 



  

2 |  

 

 今回 ALPS は、AI 適合の有効性を確認する実証段階である PHASEⅠの開発を完了しました。今後は、PHASEⅡ

で設計精度を向上させると共に、事務所や搬送設備のレイアウトなど適⽤範囲を拡大する機能を追加予定です。さらに

PHASEⅢでは屋外施設レイアウトの最適化、PHASEⅣでは 3 次元データ生成とビジュアライゼーション※4 を追求し、将

来的にはオフィスビルや生産施設などの他⽤途への展開を図る予定です。 

 今後３社は、本ツールの開発で得られた知⾒により、物流施設の設計の大幅な省力化と付加価値の向上を図り、企

画設計段階の迅速で質の高い土地活⽤提案とデジタル技術を活⽤した最適ソリューション提供により、お客様のビジネス

と社会・産業の発展に貢献してまいります。 

 

※1： 日鉄エンジニアリング株式会社について 

日鉄エンジニアリングは、2006 年に新日本製鐵（当時）のエンジニアリング部門が分社・独立し発足した会社

で、建築物や各種プラント、エネルギー関連施設等の建設プロジェクトを手掛ける総合エンジニアリング企業です。

建築分野においては「高く」「広く」「強く」をキーコンセプトとした「鋼」を活かす建築エンジニアリングにより、生産施

設や物流施設分野を中心にプロジェクトを実施しており、全国各地に多くの実績を積み重ねています。近年はコン

ピュテーショナル・デザインや設計プロセスへの AI 導入を積極的に進めており、設計の効率化・精度向上に向けた

研究・開発を推進しています。日鉄エンジニアリングは、一歩先を行く技術とアイデアで、お客様に最適なエンジニ

アリングソリューションを提供し、グローバルな社会・産業の発展に貢献していきます。 

※2： 株式会社 noiz について 

株式会社 noiz は、豊田啓介と蔡佳萱、酒井康介のパートナーシップによる建築・デザイン事務所です。東京、

台北、ワルシャワを拠点とし、最先端のコンピュテーショナル・デザインを軸に建築や内装のデザインからプロダクトや

スマートシティ開発、デジタルツインやコモングラウンド環境構築や実装にかかわる各種リサーチやコンサルティングに

至る迄、テクノロジーとデザインの新しい融合の形をめざして領域横断的に活動しています。 

※3： コンピュテーショナル・デザインは、主に企画設計段階において、デザインと各種スタディー・シミュレーションとをコンピ

ューターを駆使して同時並行で行う設計手法です。 

※4： ビジュアライゼーション（建築）は、CG パースやウォークスルー動画、VR などを⽤いて建築物の完成予想形を 

立体表現する手法です。 

 

----------------------------- 

 

▼ 株式会社 Ridge-i（リッジアイ）について 

リッジアイは、AI・ディープラーニング領域において、社会課題・顧客課題に向き合い、最先端の技術を駆使して解決

し、新しい社会を創造するテックイノベーションファームです。特に、画像やセンサーデータの解析について、様々な技術と

ディープラーニングを始めとする AI を組み合わせた開発能力に強みを持ち、投資対効果が高く技術面において最適化

されたソリューションの提供により、課題解決に取り組んでいます。顧客課題だけでなく、多くの社会課題に取り組み、

JAXA より受託した土砂崩れ解析ディープラーニングでは第４回宇宙開発利⽤大賞 経済産業大臣賞を受賞。今

後も技術の実⽤と研究の両立を追求し、社会・顧客が持続的に効果を実感できる最高のソリューションを提供します。 
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会社名： 株式会社 Ridge-i 

設立： 2016 年 7 月 

所在地： 東京都千代田区大手町 1-6-1 大手町ビル 438 

代表： 代表取締役社長 柳原 尚史 

資本金：15 億 3,500 万円（資本準備金含む） 

事業内容：① AI・ディープラーニング技術のコンサルティングおよび開発 

② 共同事業、ライセンス、保守モデル、自社開発等によるプロダクトの提供 

URL：  https://ridge-i.com   

お問合せ：contact@ridge-i.com 
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